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令和４年度版「算数・数学科 授業改

善のための『一発検索くん』」（以下、

「一発検索くん」）が完成しました。

作成の意図、基本的な使い方と内容、

そして具体的な活用例を紹介します。

この２つを関連付けるツールが

ふくしまの「授業スタンダード」 全国学力・学習状況調査問題

学習指導要領

算数･数学科の目標

福島県に学ぶ、すべての児童生徒一人残らず、一人一人に

意欲と力を育むべく、平成２９年度に作成された、教師のため

のスタンダード。

子どもたちの問いを「いつ・どこで・どのように引き出す

か」「児童生徒の見取り・つなぐポイント」等が、単元及び一

単位時間の展開に添って集約されています！

調査の目的は、３つ！

「①全国的な児童生徒の学力や学習状況の把握と分析」

「②教育施策の課題の検証」

「③指導の充実や学習状況の改善の示唆」。

調査問題には、「育みたい資質・能力」や「授業改善の示

唆」がメッセージとして埋め込まれています！

一発検索くん

小学校算数編 中学校数学編

です！

授業スタンダードに基づく授業が大切なことはわ

かっているけれども、実際の指導にどのように関

連付けたらいいのかわからないのよね。

全国学力・学習状況調査問題にかかわる資料（冊

子）っていっぱいあるし、何年分もある。自分の学

年の単元の指導に役立てようと思っても、探すのが

大変なんだよ。

児童生徒がいきいきと学び、意欲と力が育つ授業がしたいけれ

ど、教材研究の時間が十分にとれないの。

個別に対応した問題（基本や発展）も準備したいけど、とても

応えきれていないのが悩みだわ。

大丈夫！

心配いりません！

でも･･･

そんな先生方の悩みに

答えたい！



メニュー画面を見てください（小学校を例に説明します）。

過去の全国学力・学習状況調査問題・解説・授業アイディア例が、学年別、単元別、基本・活用別に整

理してあります。

例えば、５年生をクリックすると５年生の「年間計画」へとびます。

単元内に、過去の問題と解説のリンクが貼り付けてあります。正答率や問題の種別（選択，

記述，選択）も記載されています。

過去の全国学力・学習状況調査（算数・数学）

問題と、解説資料・報告書・

授業アイディア例が入っています！

今年は，活用力育成シートの出題単元が

わかるようになりました！

まずはここを見てください！

例えば、「５年」 をクリックします。

例えば、 をクリックします。



全国学力・学習状況調査の問題や報告書（解説資料）の分析・活用と思っても、何年分もの報告書（解説資料）を開いて、教材研

究をすることは、なかなか容易ではありません。

しかし、「一発検索くん」を使えば、メニュー画面の各学年のボタンをクリックするだけで、見つけたい単元に関連する問題が見

つかります。それを印刷してそのまま活用することができます。さらに、校内授業研究会や、単元末等の確認問題や定期テストを作

成など、「育みたい資質・能力」を明らかにして、単元や授業、テストを作ることができます。（PDFなので、問題の数値を変えら

れないことは課題です）

使っていくなかで、今求められている「育みたい資質・能力」は何か、どんな見方･考え方を働かせることが大事なのかが明確に

なってくると思います（これがとても大事です！）。どの児童生徒にも「意味がわかって使える！」機会を保障したいのです。

万能とはいいませんが、授業改善のきっかけのツールとしてご活用いただければ幸いです。願いは、点数や順位をあげることだけ

ではありません。児童生徒の、「今日学習したことってこんな場面でも使えるんだね！だったら？！」「算数・数学の学習って楽し

いね！」という実感につなげたいです。この積み重ねが、１年後、５年後、１０年後･･･、「県南で育った子は、粘り強く考える

ね！」「どんな困難も協働して乗り越えようとする力があるから大丈夫！」等、児童生徒自身も、関わった私たち教職員も、自信や

成長を感じられたらいいですね。

をクリックすると、問題にとびます。

同じように をクリックすると、解説や解答類型（どんなつまずきをしやすいのか）、

学習指導に当たっての留意事項、大切にしたい数学的な活動につながります。

【 調査問題 】↑

【 解説資料や報告書 】→

さらには･･･ ･ や も



○ どの学年にもリンクした問題があります（小学低学年は少ないですが）。小学１年生から「活用・発揮」

の経験・積み重ねが大事です。働かせたい見方・考え方、資質・能力を育むためには、組織的・計画的・継

続的な取組（教育課程も研修計画も大事な柱！）が、遠回りのようで着実な一歩です（中学校は教科を越えて）。

○ 教育課程や研修計画に位置づけることは、様々なキャリアのどの先生にも、「活用・発揮」の指導の機会

と、児童生徒には「活用・発揮」の学習の機会を保障することにつながります。

（１）授業アイディア例や「活用」に関する問題（旧Ｂ問題）を年間指導計画に位置付ける！

学校全体で、「思考力・判断力・表

現力」を育てたい。組織的に取り組み

たいけど、どうしたらいいのかな？

「身につけたい資質・能力」がついたのかどうか単

元末のテストだけでは評価が難しい。もっといろい

ろな問題解決を児童生徒に保障したいけど、探すの

はたいへん。

この単元は、理由を説明する力を育てる必要があるので、「活用」に関する問題の記述

式の問題を参考に問題を作ってみよう。

報告書（解説資料）を見ると、出題の意図や誤答例もあるので、作りやすい。

それに、「学習指導にあたって」を参考にすれば、授業でどんなことに気を付ければい

いのかもわかり、授業に役立ちます。

○「活用」に関する問題を参考にすれば、思考力・判断力・表現力を問う問題を作成しやすくなります。

（３）毎時間の適用問題や個に応じた指導に生かす！

すべての年度の問題を位置付けるのは難しいと思われますが、使ってみたい問題や記述式な

ど、課題のある問題を選択して位置付けることも一つの方法です。

○ メニュー画面にある「単元別基本問題」（小学校のみ）、「学年別基本問題」（中学校は「単元別基

本問題」を兼ねる）、「年度別基本問題」は、「知識」に関する問題（旧Ａ問題）と解答が掲載されてい

ます。授業での適用問題、確認問題、テスト等で活用すれば、基本的な内容が身に付いているかどうか確

認することができます。児童生徒も、今日学習したことは他にどんな場面で（あるいはどんな数量で，ど

んな形、どんな文脈で等）使えるのかの理解や、「使える！役立つ！」といった、よさの実感・やりがい

につながります。

CD-ROMのままでも使用できますが、読み込みに時間がかかります。パソコンのハードディスクにコピーし、

「メニュー画面」のショートカットを作成してデスクトップに置いておくと便利です。

※ 校内研修会や算数・数学部会で話題にしていただけたら幸いです。

（２）単元末の確認問題や定期テストの作成に生かす！

教務，研修の先生！教育課程編成や次年度の研修計画

作成の「今」が組織的にするチャンスです！

研修主任として、全教員がアクセスできるように環境整備・アナウンスしました！県南特製です！使わない手はありません。

これを使うと、いきなり何かが変わるということではありませんが、「どの先生・どの児童生徒にも活用・発揮の機会を保障したい」「学校に

来て学ぶってやっぱり楽しいね！やっぱり大事だ！という実感につなげたい！」その思いを込めました。


